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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 皮 膚 に 液 密 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 縁 部 に よ り 囲 ま れ た 凹 状 の 壁 に よ っ て 画  
定 さ れ た キ ャ ビ テ ィ を 含 む 血 餅 成 型 器 で あ っ て 、 前 記 縁 部 が 皮 膚 に 取 り 付 け ら れ た ら 前 記  
キ ャ ビ テ ィ 内 に 血 液 を 導 入 す る た め に 、 前 記 血 餅 成 型 器 の 凹 状 の 壁 は 、 （ ｉ ） 穴 開 け 可 能  
で あ っ て 血 液 を 前 記 キ ャ ビ テ ィ に 導 入 す る の に 適 し た 部 分 と 、 （ ｉ ｉ ） 前 記 血 液 を 前 記 キ  
ャ ビ テ ィ に 導 入 す る の に 適 し た ポ ー ト と の う ち 一 方 を 含 む 、 血 餅 成 型 器 と 、
　 創 傷 の 上 に 固 定 さ れ た 後 で 血 液 を 前 記 キ ャ ビ テ ィ に 導 入 し て 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ 内 に お い  
て 、 前 記 血 液 が 創 傷 と 接 触 し 、 創 傷 の 上 で 凝 固 し 、 血 餅 を 形 成 す る よ う に す る 器 具 と 、
前 記 血 液 の 前 記 キ ャ ビ テ ィ へ の 導 入 の 前 ま た は 後 に 、 前 記 血 液 と 混 合 さ れ る 血 液 凝 固 開 始  
剤 と 、
を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 器 具 は 、 前 記 縁 部 に 取 り  
外 し 可 能 に 固 定 さ れ 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ を 封 止 す る ク ロ ー ジ ャ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 創 傷  
ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 血 餅 成 型 器 は 、  
前 記 縁 部 に 取 り 外 し 可 能 に 固 定 さ れ 、 成 型 空 間 を 封 止 す る ク ロ ー ジ ャ を 含 む こ と を 特 徴 と  
す る 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ 。

請求項の数　11　（全9頁）



10

20

30

40

50

JP 7286178 B2 2023.6.5(2)

【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 ク ロ ー ジ ャ は 、 フ ィ ル ム の  
形 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 縁  
部 は 皮 膚 に く っ つ け る た め の 接 着 剤 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ  
リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ に お い て 、 形 成 さ  
れ た 血 餅 内 で 一 体 化 す る よ う に 構 成 さ れ た 足 場 マ ト リ ッ ク ス を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 創  
傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 足 場 マ ト リ ッ ク ス は 、 前  
記 キ ャ ビ テ ィ 内 に 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ に お い て 、
　 前 記 壁 に 穴 を 開 け て 、 血 液 を 前 記 キ ャ ビ テ ィ に 注 入 す る 注 射 器 お よ び 針 と 、
　 前 記 血 餅 の 上 に 固 定 す る ド レ ッ シ ン グ 材 と の う ち 一 方 ま た は 両 方 を 具 え る こ と を 特 徴 と  
す る 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 血  
液 凝 固 開 始 剤 は 、
　 血 液 と 混 合 、 ま た は 創 傷 の 上 に 直 接 適 用 す る の に 適 し た 粉 末 、 顆 粒 、 ま た は 溶 液 の 形 態  
で あ り 、
　 前 記 キ ャ ビ テ ィ 内 に 事 前 に あ り 、
　 前 記 キ ャ ビ テ ィ 内 に 含 ま れ 、 ま た は 前 記 取 り 付 け の 前 に 前 記 創 傷 の 上 に 載 せ る こ と を 意  
図 し た 足 場 マ ト リ ッ ク ス に 組 み 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 キ  
ャ ビ テ ィ の 壁 は 、
　 前 記 血 液 を エ ン ク ロ ー ジ ャ に 導 入 中 に 過 剰 な 圧 力 を 除 去 す る た め の 、 事 前 に 封 止 さ れ た  
通 気 孔 と 、
　 血 液 を 成 型 空 間 に 導 入 す る た め の ポ ー ト の う ち 一 方 ま た は 両 方 を 具 え る こ と を 特 徴 と す  
る 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ に お い て 、 前 記  
壁 の 少 な く と も 一 部 が 透 明 で あ る こ と を 特 徴 と す る 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 開 示 は 、 創 傷 治 療 の 分 野 に あ り 、 創 傷 ド レ ッ シ ン グ 器 具 、 ア セ ン ブ リ 、 お よ び 方 法  
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 慢 性 創 傷 お よ び 皮 膚 潰 瘍 は 深 刻 な 病 状 で あ り 、 効 果 的 な 創 傷 治 療 ア プ ロ ー チ が 、 医 療 ニ  
ー ズ と し て 認 識 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 米 国 特 許 第 ９ ， １ ８ ０ ， １ ４ ２ 号 は 創 傷 治 療 法 を 開 示 し 、 そ こ で は 、 血 液 を 凝 固 さ せ 、  
形 成 さ れ た 血 餅 が ド レ ッ シ ン グ 材 に よ り 創 傷 の 上 に 適 用 さ れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 開 示 は 、 血 餅 の 使 用 に よ る 創 傷 治 療 に 関 す る 。 本 開 示 に よ り 具 体 的 に 提 供 さ れ る の は  
、 血 餅 を 形 成 す る た め の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ 器 具 お よ び ア セ ン ブ リ （ 例 え ば 、 現 在 開 示 さ れ  
て い る 創 傷 治 療 に 用 い ら れ る 部 品 の キ ッ ト の 形 態 ） 、 血 餅 を 含 む 創 傷 ド レ ッ シ ン グ を 調 製  
す る 方 法 、 お よ び そ れ を 用 い た 創 傷 手 当 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 に 従 っ て 形 成 お よ び 使 用 さ れ る 血 餅 は 通 常 、 本 開 示 の 教 示 に よ り 創 傷 が 手 当 さ れ  
る 同 じ 対 象 の 血 液 か ら 形 成 さ れ 、 血 液 採 取 の 医 療 行 為 で 認 め ら れ る 任 意 の 方 法 で 対 象 か ら  
採 取 さ れ る 。 し か し 、 別 の ソ ー ス か ら 血 液 、 例 え ば 、 血 液 バ ン ク か ら 得 ら れ る 血 液 を 使 用  
す る こ と も 、 本 開 示 に 従 っ て 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 開 示 に よ り ３ つ の 態 様 が 提 供 さ れ る 。 第 １ に 創 傷 ド レ ッ シ ン グ 器 具 に 関 し 、 第 ２ に  
、 例 え ば 、 当 該 器 具 を 構 成 要 素 の １ つ と し て 含 む 部 品 の キ ッ ト の 形 態 の ア セ ン ブ リ に 関 し  
、 第 ３ は 、 創 傷 手 当 方 法 お よ び 使 用 に 関 し 、 そ こ で は 前 記 器 具 が 重 要 な 構 成 要 素 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ３ つ の 態 様 は 全 て 、 創 傷 手 当 処 置 の 一 部 と し て 、 血 餅 を 、 創 傷 の 上 で そ の 場 （ ｉ ｎ   ｓ  
ｉ ｔ ｕ ） で 形 成 す る こ と を 中 心 と す る 。 言 い 換 え る と 、 ま だ 液 体 状 態 に あ る 血 液 を 創 傷 と  
接 触 さ せ 、 手 当 て を す る 創 傷 と 少 な く と も 部 分 的 に 接 触 さ せ な が ら 血 液 を 凝 固 さ せ る 。 以  
下 の 説 明 に お い て 、 ３ つ の 態 様 の 全 て が 「 創 傷 手 当 処 置 」 と い う 用 語 に 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 方 法 は 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 種 類 の 器 具 を 創 傷 の 上 に 固 定 す る こ と を 含 み 、 器 具  
は 、 創 傷 と と も に 密 封 空 間 を 画 定 し 、 そ の 空 間 は 創 傷 の 上 で 血 液 を 凝 固 さ せ る 型 （ ギ プ ス  
） と し て 機 能 す る 。 こ の 空 間 は 、 本 明 細 書 で は 「 成 型 空 間 」 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 器 具 は 、 皮 膚 に 液 密 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 縁 部 に よ り 囲 ま れ た キ ャ ビ テ ィ  
ま た は く ぼ み を 含 む 。 キ ャ ビ テ ィ ま た は く ぼ み は 、 概 ね 凹 状 、 多 角 形 ま た は 他 の 任 意 の 適  
切 な 形 状 で あ り 得 る 壁 を 有 し て も よ い 。 い く つ か の 実 施 形 態 に お い て 、 キ ャ ビ テ ィ は 浅 く  
、 す な わ ち 、 壁 に よ っ て 限 定 さ れ た 全 体 の 面 積 よ り も 相 対 的 に 小 さ い 深 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 縁 部 は 通 常 、 皮 膚 に 接 触 し た と き に 狭 い 平 ら な 表 面 を 形 成 し 、 皮 膚 に 液 密 に 取 り 付 け ら  
れ る よ う に 比 較 的 平 ら か つ 滑 ら か な も の と す る 。 本 開 示 の 実 施 形 態 に よ る と 、 縁 部 は 、 確  
実 に 皮 膚 に 液 密 に 取 り 付 け ら れ る 接 着 剤 を 担 持 し 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 い く つ か の 実 施 形 態 に お い て 、 接 着 剤 は 、 取 り 付 け 前 に 、 皮 膚 ま た は 縁 部 に 適 用  
さ れ て も よ い 。 時 に は 、 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 縁 部 の 少 な く と も 一 部 は 、 皮 膚 に 固 定 す  
る 前 に 、 接 着 剤 が 塗 布 さ れ る 粗 い 表 面 を 有 し 得 る 。 本 開 示 の 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 両 面  
接 着 ス ト リ ッ プ を 縁 部 ま た は 皮 膚 に 取 り 付 け て 、 取 り 付 け 手 段 と し て 使 用 す る こ と も 可 能  
で あ る 。 更 に 、 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 取 り 付 け は 、 血 餅 形 成 プ ロ セ ス 全 体 に お い て し っ  
か り と 結 合 す る よ う 、 器 具 の 縁 部 お よ び 周 囲 の 皮 膚 部 分 の 上 に 取 り 付 け ら れ た 粘 着 テ ー プ  
を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 縁 部 を 皮 膚 に 取 り 付 け る こ と は 、 成 型 空 間 内 に 真 空 を 形 成 す る  
こ と に よ り 、 手 で 器 具 （ し た が っ て 縁 部 ） に 力 を 加 え る こ と に よ り 、 弾 性 バ ン ド 、 粘 着 テ  
ー プ 、 ま た は 器 具 を 皮 膚 に し っ か り と 押 し 付 け る 他 の 手 段 を 用 い る こ と に よ り 行 わ れ て も  
よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 縁 部 の 間 に 閉 じ 込 め ら れ た 創 傷 の 表 面 積 は 、 異 な る 形 状 お よ び サ イ ズ の 創 傷 に 合 わ せ た  
異 な る 形 状 お よ び サ イ ズ を 有 し 得 る 。 し た が っ て 、 創 傷 手 当 処 置 は ま た 、 創 傷 の 境 界 を 取  
り 囲 む 皮 膚 部 分 に 縁 部 を 載 せ る よ う に 適 切 な 形 状 お よ び サ イ ズ の 器 具 の 選 択 を も 含 み 得 る  
。 い く つ か の 実 施 形 態 に お い て 、 器 具 は 、 所 望 の 形 状 お よ び 縁 部 間 に 囲 ま れ た 創 傷 面 積 へ  
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の 成 形 お よ び ／ ま た は 伸 長 が 可 能 な よ う に 伸 縮 自 在 ま た は 柔 軟 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 器 具 は ま た 、 縁 部 に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 使 用 ま で キ ャ ビ テ ィ を 封 止 す る ク ロ  
ー ジ ャ を 含 ん で も よ い 。 ク ロ ー ジ ャ は 、 キ ャ ビ テ ィ の 無 菌 状 態 を 維 持 す る た め 、 お よ び キ  
ャ ビ テ ィ 内 の 凝 固 開 始 剤 お よ び ／ ま た は 足 場 マ ト リ ッ ク ス 等 の 構 成 要 素 を 保 持 す る た め に  
有 用 で あ り 得 る 。 ク ロ ー ジ ャ は 、 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 ホ イ ル 、 そ れ ら の 組 み 合 わ せ な  
ど で 作 ら れ た フ ィ ル ム で あ っ て よ く 、 皮 膚 に 固 定 す る 前 に キ ャ ビ テ ィ （ 縁 部 ） の 開 口 部 か  
ら 剥 が さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 創 傷 手 当 処 置 に よ る と 、 縁 部 が 創 傷 を 取 り 囲 む 皮 膚 部 分 に し っ か  
り と 固 定 さ れ る と 、 成 型 空 間 が 形 成 さ れ 、 そ の 空 間 は 、 上 記 の と お り 、 創 傷 の 表 面 と キ ャ  
ビ テ ィ の 壁 と の 間 に 画 定 さ れ る 。 次 に 、 血 液 、 通 常 は 全 血 を 成 型 空 間 に 導 入 し 、 成 型 空 間  
内 で 凝 固 さ せ て 創 傷 の 上 に 血 餅 を 形 成 す る こ と が で き る 。 血 餅 は 、 一 定 期 間 、 創 傷 の 上 に  
維 持 さ れ る 。 こ の 期 間 は 様 々 で あ っ て よ く 、 通 常 は 数 時 間 、 数 日 ま た は 数 週 間 で 、 例 え ば  
、 １ 日 、 ２ ～ ６ 日 、 １ 週 間 、 ２ ～ ４ 週 間 、 場 合 に よ っ て は さ ら に 長 く 、 上 記 期 間 の 間 の 任  
意 の 期 間 で あ っ て も よ い 。 い く つ か の 実 施 形 態 に お い て 、 血 餅 は 、 数 週 間 か ら 数 ヶ 月 の 治  
癒 プ ロ セ ス 全 体 に わ た り 創 傷 の 上 で 維 持 さ れ 得 る 。 い く つ か の 実 施 形 態 に お い て 、 創 傷 治  
療 は 定 期 的 な リ フ レ ッ シ ュ 処 置 を 含 み 、 そ の 処 置 は 、 既 存 の 血 餅 を 創 傷 か ら 取 り 外 す こ と  
と 、 そ の 後 、 上 記 の 方 法 で 創 傷 の 上 に 新 し い 血 餅 を 形 成 す る こ と と を 含 む 。 創 傷 の 上 の 血  
餅 形 成 か ら リ フ レ ッ シ ュ 処 置 の 実 施 ま で の 期 間 は 、 例 え ば 、 １ 日 、 ２ ～ ６ 日 、 １ 週 間 、 ２  
～ ４ 週 間 等 で 、 な ら び に 上 記 期 間 の 間 の 任 意 の 期 間 で あ っ て も よ い 。 全 体 の 創 傷 治 癒 処 置  
は 、 何 回 か の 連 続 し た リ フ レ ッ シ ュ 処 置 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 器 具 の 壁 は 、 さ ま ざ ま な 素 材 で 作 成 す る こ と が で き る 。 通 常 は 、 血 液 導 入 お よ び 血 餅 形  
成 が 観 察 で き る よ う 、 壁 ま た は そ の 一 部 は 透 明 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 血 液 の 導 入 は 、 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 針 で 壁 に 穴 を あ け 、 次 に 針 を 通 し て 成 型 空 間 に 血  
液 を 注 入 す る こ と を 含 む 。 任 意 選 択 的 に 、 こ の 導 入 の 前 に 、 隣 接 す る ま た は 異 な る 位 置 の  
壁 に 第 ２ の 穴 が あ け ら れ 、 そ れ に よ り 通 気 孔 が 形 成 さ れ て 、 血 液 導 入 中 の 過 剰 な 圧 力 を 解  
放 す る こ と が で き る 。 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 壁 は 、 血 液 導 入 前 に 事 前 に 封 止 お よ び 開 放  
さ れ る 通 気 弁 、 お よ び ／ ま た は 血 液 を 成 型 空 間 に 導 入 す る た め の ポ ー ト を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 器 具 は 、 血 餅 が 形 成 さ れ た 後 に 取 り 外 さ れ る 。 取 り 外 し を 容 易 に  
す る た め 、 例 え ば 、 形 成 さ れ た 血 餅 の 完 全 性 を 損 な う こ と な く 、 壁 は 、 好 ま し く は 血 餅 が  
く っ つ か な い 材 料 で 作 ら れ る か 、 ま た は そ の 材 料 で 被 覆 さ れ る 。 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、  
器 具 ま た は そ の 一 部 は 、 血 餅 が 形 成 さ れ た 後 、 そ の 場 （ ｉ ｎ   ｓ ｉ ｔ ｕ ） に 留 ま り 、 創 傷  
ド レ ッ シ ン グ の 一 部 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 血 餅 形 成 後 に 器 具 が 取 り 外 さ れ る 場 合 、 ド レ ッ シ ン グ 材 、 例 え ば ガ ー ゼ 、 プ ラ ス タ ま た  
は 包 帯 を 血 餅 の 上 に 取 り 付 け て 、 血 餅 を 保 護 し 所 定 の 位 置 に 固 定 さ せ て も よ い 。 い く つ か  
の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 創 傷 手 当 処 置 は 、 形 成 さ れ る 血 餅 と 一 体 化 す る よ う に 、 血 液 を 凝 固  
さ せ る 前 に 血 液 と 組 み 合 わ さ れ 接 触 さ れ る 足 場 マ ト リ ッ ク ス を 使 用 し て も よ い 。 足 場 マ ト  
リ ッ ク ス は 、 血 餅 を 支 持 し 、 血 餅 の 構 造 的 完 全 性 の 維 持 を 補 助 す る 。 足 場 マ ト リ ッ ク ス は  
、 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 器 具 を 皮 膚 に 固 定 す る 前 に 創 傷 の 上 に 取 り 付 け ら れ る 独 立 し た 要  
素 で あ っ て も よ く 、 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 足 場 マ ト リ ッ ク ス は 、 キ ャ ビ テ ィ 内 に 含 ま れ  
て も よ く 、 例 え ば 、 事 前 に 含 ま れ る 、 ま た は 器 具 を 創 傷 に 固 定 す る 前 に キ ャ ビ テ ィ に 導 入  
さ れ る 。 足 場 マ ト リ ッ ク ス は 、 例 え ば 、 ２ 次 元 ま た は ３ 次 元 マ ト リ ッ ク ス で あ っ て も よ く  
、 多 孔 性 材 料 で あ っ て も よ く 、 網 状 構 造 物 を 有 し て も よ く 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 高 分 子 材 料  
か ら 作 ら れ て も よ く 、 天 然 ま た は 合 成 繊 維 か ら 作 ら れ て も よ く 、 ま た は 織 布 ま た は 不 織 布  
、 例 え ば 、 ガ ー ゼ か ら 作 ら れ て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 制 御 さ れ た 凝 固 を 確 実 に す る た め に 、 凝 固 開 始 剤 の １ つ ま た は 組 み 合 わ せ 、 す な わ ち 血  
液 凝 固 を 促 進 ／ 活 性 化 す る １ つ 以 上 の （ 合 成 ま た は 自 然 に 存 在 す る ） 物 質 に 血 液 を 接 触 さ  
せ て も よ い 。 い く つ か の 実 施 形 態 に お い て 、 凝 固 開 始 剤 は カ オ リ ン で あ る 。 凝 固 開 始 剤 を  
使 用 す る 場 合 、 血 液 の 凝 固 は 、 例 え ば 、 成 型 空 間 に 導 入 す る 直 前 に 血 液 を カ オ リ ン と 混 合  
す る こ と を 含 み 得 る 。 あ る い は 、 凝 固 開 始 剤 は 、 キ ャ ビ テ ィ 内 に 事 前 に 存 在 し て も よ く 、  
例 え ば 、 壁 に 取 り 付 け ら れ る か 、 足 場 マ ト リ ッ ク ス に 組 み 込 ま れ る か 、 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配  
置 さ れ る か 、 ま た は 事 前 に キ ャ ビ テ ィ 内 に 含 ま れ る 、 更 に 、 血 液 導 入 前 ま た は 後 に （ 例 え  
ば 、 注 入 に よ り ） 成 型 空 間 に 別 々 に 導 入 さ れ て も よ い 。 更 に 、 ま た は 代 替 的 に 、 凝 固 開 始  
剤 は 、 器 具 を 創 傷 の 上 に 固 定 す る 前 に 、 創 傷 の 上 に 取 り 付 け ら れ た 足 場 マ ト リ ッ ク ス に 組  
み 込 ま れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 に お い て 、 凝 固 開 始 剤 は 、 例 え ば 、 粉 末 、 顆 粒 、 ま た は 液 体 と し て  
別 々 の 容 器 に 独 立 し て 保 存 さ れ 、 続 い て 、 成 型 空 間 に 導 入 す る 際 に 血 液 と 混 合 さ れ 、 ま た  
は 、 血 液 を 導 入 す る 前 ま た は 後 に 足 場 マ ト リ ッ ク ス に 適 用 さ れ る 。 更 な る 別 の 代 替 案 に よ  
れ ば 、 創 傷 治 療 処 置 の 第 １ の ス テ ッ プ と し て 、 凝 固 開 始 剤 を 創 傷 に 直 接 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 開 示 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ ア セ ン ブ リ ま た は キ ッ ト は 、 上 記 で 特 定 さ れ た 種 類 の 凝 血 成  
型 器 を 含 む 。 更 に 、 い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ア セ ン ブ リ ま た は キ ッ ト は 、 血 餅 を 創  
傷 の 上 で そ の 場 （ ｉ ｎ   ｓ ｉ ｔ ｕ ） で 形 成 す る の に 必 要 な 他 の 要 素 ま た は 器 具 、 例 え ば 、  
血 液 を キ ャ ビ テ ィ に 導 入 す る た め の 注 射 器 を 含 ん で も よ い 。 ア セ ン ブ リ ま た は キ ッ ト は ま  
た 、 創 傷 の 上 に 形 成 さ れ た 血 餅 に 適 用 す る ド レ ッ シ ン グ 材 を 含 ん で も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 主 題 を よ り よ く 理 解 し 、 実 際 に ど の よ う に 実 行 さ れ る か を 例 示 す  
る た め に 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 実 施 形 態 を 非 限 定 的 な 例 と し て の み 説 明 す る 。
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に よ る 創 傷 ド レ ッ シ ン グ 器 具 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 ク ロ ー ジ ャ を 取 り 外 し て 皮 膚 に 適 用 し た 後 の 創 傷 ド レ ッ シ ン グ 器 具 を 示  
す 。
【 図 ３ 】 図 ３ Ａ お よ び ３ Ｂ は そ れ ぞ れ 、 血 液 を 成 型 空 間 に 導 入 す る ２ つ の ス テ ッ プ を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 血 液 が ま だ 液 体 形 態 で あ り 、 器 具 が 粘 着 テ ー プ に よ り 皮 膚 に 固 定 さ れ て  
い る 状 態 の 、 創 傷 ド レ ッ シ ン グ 器 具 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 取 り 外 し の 前 に 器 具 が 部 分 的 に 破 壊 さ れ た 状 態 の 血 餅 を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 血 餅 形 成 後 で あ っ て 器 具 が 取 り 外 さ れ た 後 の 皮 膚 の 上 の 血 餅 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 添 付 図 面 に 示 し た 実 施 形 態 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 以 下 に 説 明 す る 。 こ れ ら の 図 面 は 、 創  
傷 が な い 皮 膚 の 上 で 行 わ れ た 試 験 に よ る 写 真 で あ り 、 本 開 示 の 創 傷 手 当 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 器 具 １ ０ ０ は 、 概 ね 平 坦 な 縁 部 １ ０ ６ の 間 に 画 定 さ れ る キ ャ ビ テ ィ １ ０  
４ を 形 成 す る 、 概 ね 凹 状 の 壁 １ ０ ２ を 含 む 。 縁 部 の 間 に 画 成 さ れ た 開 口 部 は 、 縁 部 １ ０ ６  
に 取 り 付 け ら れ た ラ ミ ネ ー ト ／ フ ィ ル ム で あ る 取 り 外 し 可 能 な ク ロ ー ジ ャ １ ０ ８ に よ っ て  
封 止 さ れ て い る 。 ク ロ ー ジ ャ １ ０ ８ が 取 り 外 さ れ た 後 、 器 具 １ ０ ０ は 皮 膚 の 上 に 載 せ ら れ  
、 ク ロ ー ジ ャ が 取 り 外 さ れ た 後 に 残 っ た 接 着 剤 で 器 具 が 皮 膚 に く っ つ く 。 被 験 者 の 皮 膚 に  
固 定 さ れ た 器 具 １ ０ ０ が 図 ２ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に は ま た 、 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 置 さ れ た 足 場 マ ト リ ッ ク ス １ １ ２ が 示 さ れ 、 足 場 マ ト  
リ ッ ク ス は 、 凝 固 開 始 剤 １ １ ０ を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ Ａ 乃 至 ３ Ｂ に は 、 通 常 は 全 血 で あ る 血 液 を 成 型 空 間 に 導 入 す る ス テ ッ プ が 示 さ れ る  
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。 具 体 的 に は 、 被 験 者 か ら 採 取 さ れ た 、 ま た は 代 替 的 に 血 液 バ ン ク か ら 得 ら れ た 血 液 は 、  
針 １ ２ ０ を 用 い て 、 壁 １ ０ ２ と 、 そ の 下 の 皮 膚 ま た は 創 傷 の 部 分 と の 間 に 形 成 さ れ た 成 型  
空 間 に 注 入 さ れ る 。 こ の 非 限 定 的 な 実 施 形 態 に よ る と 、 成 型 空 間 に 導 入 さ れ る と 、 血 液 は  
、 キ ャ ビ テ ィ 内 に 事 前 に あ る 凝 固 開 始 剤 １ １ ０ と 混 合 さ れ る 。 針 １ ２ ０ は 、 最 初 に 器 具 の  
壁 に 穴 を 開 け 、 次 に 、 注 射 器 （ 図 示 せ ず ） に 含 ま れ る 血 液 を 注 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 他 の い く つ か の 実 施 形 態 に お い て 、 血 液 は 、 別 の 容 器 （ 図 示 せ ず ） に 提 供 さ れ る カ オ リ  
ン 等 の 凝 固 開 始 剤 と 事 前 に 混 合 さ れ る か 、 ま た は 凝 固 開 始 剤 は 、 血 液 導 入 の 前 、 間 、 ま た  
は 後 の い ず れ か で 成 型 空 間 に 別 々 に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ 乃 至 ３ Ｂ に も 見 ら れ る よ う に 、 器 具 の 壁 は 透 明 で あ り 、 血 液 導 入 お よ び そ の 後 の 凝  
結 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 血 液 を 成 型 空 間 内 に 保 持 し た 状 態 で 、 少 な く と も 血 液 が 凝 固 す る ま で 器 具 を 皮 膚  
に 取 り 付 け た ま ま に す る 。 そ の よ う な 時 間 は 、 数 日 か ら １ 週 間 以 上 の 範 囲 で あ り 得 る 。 図  
４ に 見 ら れ る よ う に 、 器 具 は 、 接 着 ス ト リ ッ プ １ ３ ０ を 使 用 す る こ と に よ り 皮 膚 に 固 定 さ  
れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し ば ら く す る と 、 図 ５ に 見 ら れ る よ う に 、 血 餅 が 形 成 さ れ 、 器 具 の 壁 を 切 り 取 る こ と が  
可 能 で あ る 。 そ し て 、 取 り 外 し た 後 、 図 ６ に 見 ら れ る よ う に 、 血 餅 １ ４ ０ が 皮 膚 の 上 に 残  
る 。 処 置 が 創 傷 の 上 で 行 わ れ る 場 合 、 血 餅 は 創 傷 を 覆 い 、 ガ ー ゼ ま た は 包 帯 等 の 従 来 の ド  
レ ッ シ ン グ 材 で あ り 得 る ド レ ッ シ ン グ 材 が 、 創 傷 を 保 護 し て 血 餅 を 所 定 の 位 置 に 固 定 す る  
た め 、 血 餅 の 上 に 適 用 さ れ る 。



10

20

30

40

50

JP 7286178 B2 2023.6.5(7)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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